
（別紙４）

～ 年　月　日

（対象者数） （回答者数）

～ R8年　3月　26日

（対象者数） 1名 （回答者数） 1名

～ 年　月　日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

豊富な療育ノウハウを訪問先でもスムーズに活用・共有

できるよう、訪問支援用のアセスメントシートや、支援

のポイントをまとめた独自のツールの整備を進める。

2
これまでの支援実績や事例を体系化し、訪問先への提案

のバリエーションをさらに増やしていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域の相談支援事業所等へ積極的にアプローチを行い、

「経験豊富なベテランスタッフによる質の高い訪問支援

が可能であること」を周知し、ニーズの掘り起こしを行

う。

2

訪問の依頼があった際にスムーズに対応できるよう、事

業所内の業務分担を見直す。訪問支援員が外部に出やす

いシフトの工夫や、所内スタッフ間の連携強化を図り、

訪問支援へ出向くための人員体制を段階的に構築してい

く。

3

○事業所名 児童発達支援事業所みつばちキッズ

○保護者評価実施期間 年　月　日

○保護者評価有効回答数

R8年　3月　24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　3月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

現在、保育所等訪問支援の利用希望がゼロであること。

日々の施設内での療育業務に人員が割かれており、地域

の相談支援事業所や保育所等へ向けた「当施設の訪問支

援の強み」を周知する広報活動が不足しているため。

人員的な制約により、訪問支援員が施設外へ出向くため

の時間を十分に確保することが難しい状況にあること。

訪問依頼があった際に、既存のスタッフ体制のままだと

、事業所内のシフト調整や業務分担に負担がかかりやす

い構造になっているため。

長年にわたり療育現場で経験を積んだベテランスタッフ

が訪問支援員として在籍していること。

普段の施設内での支援において、関係機関や保護者との

連携を密に行い、子どもの見立てや多角的な支援方法の

共有を意識的に行っている。

豊富な現場経験に基づく、子ども一人ひとりの特性に応

じた具体的かつ実践的な支援アプローチや環境調整の提

案ができる点。

長年の経験から培ったノウハウを活かし、訪問先の保育

士や教員に対しても、専門的かつ寄り添った助言ができ

るよう準備している。

事業所における自己評価総括表公表


